
１．児童の登校に関する判断について

学校では、気象状況によっては児童の登校を遅らせる等（休校とする場合も

あります）の判断をし、グループメール（登録者のみ）を使い各ご家庭に連絡

をします。

連絡がない場合は各ご家庭で判断し、安全に登校できるような措置をとっていただきますようお願い

いたします。登校を遅らせる（登校させない）等の措置をとる場合は、早めに学校にご連絡ください。

なお、保護者の判断で登校を遅らせた場合（登校させなかった場合）は、遅刻（欠席）扱いいたしま

せん。

２．下校時刻変更等の緊急的措置について

台風接近等の緊急時は、下校を早めるような措置をとる場合もございます（グループメールで連絡）。

保護者不在の場合の対処の仕方、帰宅後の安全な過ごし方につきましては、各ご家庭で普段からご指導

くださるようお願いいたします。

※1年から6年まで下校時刻がそろう場合は、安全面を考えて臨時に集団下校をとっています。

３．引き渡し訓練は、毎年５月上旬に行う予定です。

※その他、緊急事態（強風、大雨、雷、地震、近隣における凶悪事件等）の発生が考えられますが、

いずれの場合も、上記【１．児童の登校に関する判断について】【２．下校時刻変更等の緊急的措置

について】を対応・措置の原則としてとらえていただき、電話・プリントによるお知らせの有無に関

わらず、各ご家庭で適正に対処していただきたいと思います。

～お子さんが学校にいる時におこったら～

１．震度５弱以上の地震

保護者等による児童の引き渡しとなります。

保護者等に引き渡すまで、児童は学校で保護します。

※震度5強以上の場合、学校は休校となり、自動的に市の避難所となります。

２．震度４弱レベルの地震

学校からグループメールを配信し、集団下校、または保護者等による児童の引き渡しとなります。

緊急事態への対応について

台風接近等の緊急事態への対応

大規模地震等の対応



子どもたちが、不安を抱えず伸び伸びと育っていくためには、まず、その生活

の基盤となる学校、地域が安全でなければなりません。しかし、本来安全である

べき学校、地域の現実は、残念ながら、決して安心できる状況とはいえません。

この現実を踏まえ、学校、各ご家庭で、次のような事項について、普段から繰り

返し指導していく必要があります。ご理解、ご協力をよろしくお願いします。

■■■■■■■ 学校で指導していること■■■■■■■

○校内でも、人目の少ないところでは遊ばない。

○校内で、不審な物や不審な人を見かけたら、触ったり近寄ったりしないで、すぐに職員に

知らせる。

○校内放送には、常に耳を傾ける。

○緊急時は、落ち着いて先生の指示を聞く。

○家に忘れ物や用事があっても、学校からは出ないで、先生に相談する。

○下校時刻を守り、遅くまで残っていない。

○登下校においては、決められた通学路を通り、できるだけ複数で行動する。

○緊急時には大声を出せるようにしておく。

■■■■■ご家庭でもご指導いただきたいこと■■■■■

◎登下校は、決められた通学路を通り、できるだけ複数で行動する。

◎帰宅後の外出においても、一人での行動はできるだけ控える。

◎人通りの少ない場所は通らないようにする。

◎人目の少ない所で遊ばないようにする。

◎学校に忘れ物をしてしまっても、原則としては取りにもどらない。

◎知らない人に声をかけられたり、車やバイクに乗るように誘われたりしても、近づかな

いで、拒否して逃げる。

◎不審な物を見つけたり、不審な人と出会ったりしたら、必ず大人の人に知らせる。

（特に不審者の特徴、車のナンバーなどは、忘れないうちに知らせる。）

◎『こども１１０番の家』、友だちの家、商店等、いざというときに逃げ込める場所を普段

から確認しておく。

◎「防犯ブザー」は、正常に作動するように管理し、常に携帯する。

不審者等から身を守るために



直接児童宅に電話をかけ、他児童の電話番号をはじめとする個人情報を

入手しようとする不審な問い合わせが、毎年見られます。

卒業記念アルバム制作業者名を語ったり、公的機関名（相模原市役所、

保健所など、いろいろな機関名）、同級生保護者名を語ったりすることもあ

ります。

つきましては、次の点について、家族全員（同居する方々全て）で申し合わせをし、決して個人情報

を漏らさないようご注意いただきたいと思います。

■他人のプライバシーに関する情報はもちろんですが、自分に関する情報・担任名なども提供しな

いこと（与えてしまった自分に関する情報・担任名などが、次の児童を信用させるために利用さ

れます。）

■児童の情報に関する窓口は学校であると毅然と答え、電話を切ること。

■個人情報入手のために、学校を通さず、教育委員会等の公的機関が直接児童宅に電話をするとい

うことは、基本的にありません。

■正 門･････････児童登校後、閉じます。

（日常は、扉に付いているストッパーを

上げてから、開けて入ります。）

児童下校後は、２㍍ほどの幅で開けておきます。

■給食室側の門･･･朝、職員出勤後閉めます。（ストッパーと留め金で）
給食関係業者は、自分で開け閉めをし納品等の作業を行います。

■体育館横の門･･･日常は鍵をかけておきます。

■校庭南門･･･････日常は鍵をかけておきますが、緊急時の引き渡しや集団下校の際は開門
します。二町南地区、二本松地区の一部はこちらから出るようにします。

門の開閉状況についてのお知らせ

不審電話への電話対応


